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【
抽
せ
ん
方
式
に
よ
る
募
集
】

単
身
者
向
（
500
戸
）
、
単
身
用

車
い
す
使
用
者
向
（
14
戸
）
、
シ

ル
バ
U
ピ
ア
（
高
齢
者
集
合
住
宅

：

単
身
者
向
53
戸
／
二
人
世
帯
24

戸
）、
多
家
族
世
帯
向
（
42
戸
）、

若
年
フ
ァ
ミ
リ
U
向
（
30
戸
）
、

定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ
ミ
リ

U
向：

18
戸
）

【
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る
募
集
】

ひ
と
り
親
世
帯
（
447
戸
）
、
高

齢
者
世
帯
（
273
戸
）
、
心
身
障
害

者
世
帯
（
190
戸
）
、
多
子
世
帯

国
土
交
通
省
で
は
、
東
京
外
か

く
環
状
道
路
（
関
越
道
〜
東
名
高

速
間
）
の
計
画
に
つ
い
て
、
大
気

質
な
ど
の
現
況
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
現
在
み
な
さ
ん
か

ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
環
境
に

対
す
る
意
見
を
今
後
議
論
す
る
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

◆
調
査
期
間

動
植
物
＝
平
成
15

年
１
月
中
旬
〜
２
月
下
旬
。
大
気

質
＝
12
月
中
旬
〜
下
旬
。

◆
調
査
地
点

動
植
物
＝
井
の
頭

公
園
、
玉
川
上
水
、
中
央
道
と
接

続
す
る
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
予
定
地

周
辺
ほ
か
公
園
、
河
川
な
ど
（
予

定
）
。
大
気
質
＝
北
野
小
学
校
、

北
野
南
ゲ
U
ト
ボ
U
ル
場
。

∞
国
土
交
通
省
東
京
外
か
く
環

状
道
路
調
査
事
務
所
ò
03
―
３
７

０
７
―
３
８
９
７

（
50
戸
）、
特
に
所
得
の
低
い
世
帯

（
30
戸
）、
車
い
す
使
用
者
世
帯
向

（
10
戸
）

◆
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布

12
月
２
日
Ã
〜
10
日
Õ
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
、
ま
ち
づ
く
り
建

築
課
（
市
役
所
５
階
）
、
各
市
政

窓
口
（
三
鷹
駅
市
政
窓
口
は
、
平

日
は
午
後
７
時
30
分
、
土
曜
日

（
７
日
）
も
午
後
５
時
ま
で
）
で
。

都
庁
・
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募

集
セ
ン
タ
U
（
７
日
—
・
８
日
À

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
も
）、

各
窓
口
セ
ン
タ
U
で
も
。

▼
12
月
13
日
–
ま
で
に
渋
谷
郵
便

局
（
ポ
イ
ン
ト
方
式
は
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
U
）
へ

郵
送
で
届
い
た
も
の
に
限
り
受
け

付
け
。
く
わ
し
く
は
募
集
案
内
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

∞
ま
ち
づ
く
り
建
築
課
ò
内
線

２
８
６
７

第
156
回
東
京
都
都
市
計
画
審
議

会
の
傍
聴
希
望
者
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▽
12
月
19
日
œ
午
後
１
時
か
ら
、

都
庁
第
一
本
庁
舎
特
別
会
議
室
Ａ

で
。※

今
回
は
三
鷹
市
域
に
関
連
し

た
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
12
月
９
日
Ã
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
「
〒
163
―
８
０

０
１
東
京
都
都
市
計
画
局
総
務
部

都
市
計
画
課
」
へ
郵
送
で
申
し
込

む
。
定
員
（
15
人
）
を
超
え
た
場

合
は
12
月
11
日
Œ
に
都
庁
会
議
室

で
公
開
抽
選
。

く
わ
し
く
は
都
庁
ホ
U
ム
ペ
U

ジhttp://w
w
w
.m
etro.tokyo.

jp/

ま
た
は
東
京
都
都
市
計
画
課

ò
03
―
５
３
８
８
―
３
２
２
５

へ
。市

で
は
、
市
道
の
年
末
・
年
始

の
工
事
を
、
特
例
的
な
も
の
を
除

い
て
極
力
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
工
事
業
者
の
方
は
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
工
事
中
止
期
間

12
月
26
日
œ

〜
平
成
15
年
１
月
６
日
Ã
（
年
末

・
年
始
に
開
放
す
る
道
路
の
舗
装

復
旧
期
限
は
12
月
25
日
Œ
ま
で
）。

◆
特
例
工
事

fl
道
路
管
理
者
の

日
常
行
う
維
持
作
業
、
‡
ガ
ス
漏

れ
・
漏
水
事
故
な
ど
の
緊
急
工

事
、
·
12
月
26
日
œ
の
み
の
現
場

内
保
安
作
業
。

∞
道
路
整
備
課
ò
内
線
２
８
４

３

市
で
は
、
中
小
企
業
の
経
営
の

安
定
化
を
目
的
と
し
た
事
業
資
金

や
勤
労
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
生

活
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

東
京
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を

受
け
て
年
内
に
借
り
入
れ
を
希
望

す
る
方
は
、
お
早
め
（
12
月
初
旬

ま
で
）
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
審
査
な
ど
で
年
明
け
に
ず
れ

込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
融
資
制
度
】

◆
小
口
事
業
資
金
融
資
事
業

◆
基
本
的
視
点

市
で
は
次
の
３
つ
の
視
点
で
、

用
途
地
域
等
の
見
直
し
を
検
討
し

ま
す
。

①
「
緑
と
水
の
公
園
都
市
」
づ

く
り
に
向
け
た
政
策
課
題
を
実
行

す
る
た
め
、
現
行
の
用
途
地
域
等

を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
政
策
誘
導
を
検
討
し

ま
す
。

②
良
好
な
環
境
を
保
持
し
、
適

正
な
人
口
規
模
を
維
持
す
る
観
点

か
ら
、
都
市
空
間
の
質
を
高
め
、

急
激
な
人
口
増
を
も
た
ら
さ
な
い

土
地
利
用
を
検
討
し
ま
す
。

③
容
積
率
等
の
緩
和
は
、
地
区

計
画
な
ど
を
定
め
る
こ
と
を
原
則

化
す
る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
都
市
の
活
力
を
生
み
出
す
べ

き
地
域
等
に
お
い
て
は
、
特
別
用

途
地
区
等
の
制
度
の
導
入
を
検
討

し
ま
す
。

◆
地
区
計
画
制
度
の
原
則
化
・
市

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援

地
域
の
み
な
さ
ん
が
自
ら
、
ま

ち
づ
く
り
の
ル
U

ル
を
定
め
る

「
地
区
計
画
制
度
」
を
原
則
化
し
、

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
市

は
ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
や
地
区

計
画
策
定
に
関
す
る
市
民
の
活
動

に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
の
実
効
性
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

fl
用
途
地
域
、
‡
特
別
用
途
地

区
、
·
高
度
地
区
・
高
度
利
用
地

区
、
‚
防
火
地
域
・
準
防
火
地
域
、

„
建
築
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正

◆
に
ぎ
わ
い
と
活
性
化
を
図
る
商

業
地
域
に
お
い
て
、
低
層
階
部
分

を
店
舗
や
業
務
床
な
ど
に
用
途
を

制
限
す
る
た
め
、
特
別
用
途
地
区

と
し
て
、
「
特
別
商
業
活
性
化
地

区
」
（
仮
称
）
の
指
定
を
検
討
し

ま
す
。

◆
住
工
混
在
地
域
で
、
住
宅
地
と

工
業
地
の
共
存
を
図
る
た
め
、
住

環
境
を
保
護
し
つ
つ
地
場
産
業
や

都
市
型
産
業
等
を
育
成
す
べ
き
区

域
に
、
「
特
別
都
市
型
産
業
等
育

今
年
７
月
に

「
建
築
基
準
法
等

の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
公
布

さ
れ
、
建
築
基
準

法
第
52
条
第
７
項

に
、
第
一
種
住
居

地
域
等
に
お
け
る

住
居
系
建
築
物
の

容
積
率
制
限
の
緩

和
が
規
定
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
政
令

で
定
め
る
一
定
の

条
件
を
満
た
す

と
、
都
市
計
画
で
定
め
ら
れ
た

容
積
率
の
１
・
５
倍
ま
で
緩
和

で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
特
定

行
政
庁
（
市
長
）
が
都
市
計
画

審
議
会
の
議
を
経
て
、
倍
率
を

１
・
５
倍
以
下
に
定
め
る
こ
と

や
適
用
区
域
を
限
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

こ
の
法
改
正
は
平
成
15
年
１

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

が
、
市
で
は
、
慎
重
に
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
、
当
面
の
間
、
市
内
の
対
象

区
域
の
全
域
を
適
用
除
外
区
域

に
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
指
定

内
容
に
つ
い
て
、
年
内
に
告
示

し
ま
す
。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８

１
５

市
で
は
「
緑
と
水
の
基
本
計

画
」
の
作
成
状
況
の
説
明
と
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

聞
く
第
２
回
市
民
懇
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
が
目
標
と
す
る

緑
と
水
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
「
緑
と
水
の
公
園
都
市
」
の

実
現
に
向
け
た
マ
ス
タ
U
プ
ラ

ン
で
あ
る
「
緑
と
水
の
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
う
え
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
考
え
を
よ
り

反
映
さ
せ
る
た
め
の
も
の
と
し

て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
う

も
の
で
す
。

▽
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

（
別
表
）
で
、
い
ず
れ
も
午
後

７
時
か
ら
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８

３
３

◆
豊
か
な
自
然
環
境
と
良
好
な
景

観
を
保
全
す
る
必
要
の
あ
る
地
域

に
お
い
て
は
、
緑
地
保
全
地
区
、

風
致
地
区
等
の
指
定
を
検
討
し
ま

す
。

◆用途地域 都市部にお

ける建築物の建築を用途

や容積などにより制限す

る制度です。用途地域に

は、第一種低層住居専用

地域や第一種中高層住居

専用地域、近隣商業地域、

準工業地域など、12種類

の地域があります。

このほかに、高さや形

態を定める「高度地区」、

構造を制限する「防火地

域」などの指定もあり、

地域によって建てられる

建物の用途、規模、構造

は異なります。

◆地区計画 地区住民の

合意のもとに、良好な市

街地環境の形成または保

全のため、道路・公園な

どの地区施設および建築

物の整備並びに土地利用

に関する一体的かつ総合

的な計画を都市計画に定

めるものです。

◆特別用途地区 都市計

画法に基づき用途地域内

において地域的要請によ

り土地利用の増進、環境

の保護などを図るために

定める地区で、地域地区

の一種です。地方公共団

体の条例で、建築物の用

途、敷地、構造、設備に

関する制限などを定める

ことができます。

◆新たな防火規制区域

木造住宅密集地域など、

特に重点的かつ効果的な

体質改善が必要とされる

区域において、一定の建

築物の防火構造規制を強

化することにより、市街

地の安全性の向上を図る

ものです。

１
　
用
途
地
域
等
の
見
直
し
に

係
る
市
の
基
本
的
方
向

２
　
見
直
し
作
業
の
対
象

３
　
検
討
課
題

①
良
好
な
環
境
の
市
街
地

を
形
成
す
る
た
め
に

③
緑
と
水
の
都
市
環
境
の

保
全
の
た
め
に

意
見
・
要
望
受
付
中

④
活
力
あ
る
活
動
環
境
の

創
造
の
た
め
に

◆
ミ
ニ
開
発
を
防
止
し
、
ゆ
と
り

あ
る
良
好
な
住
宅
地
の
形
成
を
誘

導
す
る
た
め
、
敷
地
面
積
の
最
低

限
度
を
定
め
る
こ
と
を
検
討
し
ま

す
。

◆
住
環
境
の
保
護
や
良
好
な
都
市

景
観
の
形
成
を
図
る
た
め
、
市
街

地
の
特
性
に
応
じ
て
、
建
物
の
最

高
高
さ
制
限
の
指
定
を
検
討
し
ま

す
。

◆
隣
接
す
る
用
途
地
域
相
互
の
容

積
率
の
差
が
過
大
に
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
し
て
設
定
す
る
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。

◆
都
市
計
画
道
路
の
事
業
実
施
に

伴
い
、
低
容
積
率
の
住
宅
地
に
居

住
す
る
地
権
者
の
残
地
再
建
を
可

能
と
す
る
た
め
の
用
途
地
域
等
の

見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

用
途
地
域
等
の

用
途
地
域
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

見
直
し
に
つ
い
て

用
途
地
域
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
の
意
見

み
な
さ
ん
の
意
見
・
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

み
な
さ
ん
の
意
見
・
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

都
市
計
画
決
定
ま
で
の
流
れ

都から市へ原案作成依頼（14年７月）

市民の意見・要望の提出

用途地域等の指定に関する
          基本的な考え方（14年12月）

市民の意見・要望の提出

用途地域等の指定に関する
                基本方針（15年２月ごろ）

市素案作成（15年３ ～４月ごろ）

素案の説明会（15年５月ごろ）

市原案策定（15年７月ごろ）

東京都素案の策定・公聴会等（15年度）

都市計画決定（16年度）

建築基準法第52条７項の規定は
市内全域を適用除外区域とします

「
緑
と
水
の
基
本
計
画
」
策
定
に
向
け
た

市
民
懇
談
会
を
開
催

大沢コミュニティセンター 12月２日(月)
日　時会　　場　　名

12月３日(火)
12月４日(水)
12月６日(金)
12月11日(水)
12月12日(木)
12月13日(金)

新川中原コミュニティセンター
牟礼コミュニティセンター
井口コミュニティセンター
井の頭コミュニティセンター(本館)
駅前コミュニティセンター
連雀コミュニティセンター

都
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

東
京
外
か
く

環
状
道
路

現
況
調
査
を
実
施

東
京
都

都
市
計
画
審
議
会

傍
聴
希
望
者
募
集

市
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

年
内
の
申
し
込
み
は
お
早
め
に

年
末
・
年
始
の
道
路

工
事
は
行
わ
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す

用語説明

◆
木
造
住
宅
密
集
市
街
地
の
再
生

産
を
防
止
し
、
市
街
地
の
安
全
性

向
上
を
図
る
た
め
、
防
火
・
準
防

火
地
域
の
拡
大
や
地
区
計
画
等
と

あ
わ
せ
て
、
新
た
な
防
火
規
制
区

域
の
指
定
等
を
検
討
し
ま
す
。

②
災
害
に
強
い
安
全
な

都
市
づ
く
り
の
た
め
に

平
成
15
年
１
月
10
日
–
ま
で
に
用

途
地
域
（
建
ぺ
い
率
、
容
積
率
を
含
む
）

や
高
度
地
区
、
防
火
地
域
な
ど
の
変

更
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
書
面
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、市
の
ホ
U
ム
ペ
U
ジhttp://

w
w
w
.city.m

itaka.tokyo.jp/

か

ら
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新宿駅から乗り換えなしでお台場エリアへ24分¿

≥東京都交通企画課ò03―5388―3285

現
在
、
東
京
都
は
平
成
16
年
度
決
定
を
め
ど
に
用
途
地
域
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
見
直
し
は
、
平
成
８
年
の
一
斉
見

直
し
以
降
、
大
き
く
変
化
し
た
経
済
状
況
や
社
会
情
勢
に
対
応
し
、

新
た
な
都
市
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

市
で
は
今
後
、
「
用
途
地
域
等
の
指
定
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
お
聴
き
し
な

が
ら
、
市
と
し
て
の
変
更
原
案
の
作
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
意
見
・
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８
１
５

◆
不
況
対
策
緊
急
資
金
融
資
事
業

等◆
勤
労
者
等
生
活
資
金
融
資
事
業

▼
く
わ
し
く
は
生
活
経
済
課
ò
内

線
２
５
４
３
へ
。

※
な
お
、
東
京
都
の
中
小
企
業

制
度
融
資
・
企
業
活
性
資
金
融
資

（
借
換
）、
即
応
型
資
金
融
資
（
つ

な
ぎ
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
東
京

都
商
工
部
金
融
課
ò
03
―
５
３
２

０
―
４
７
７
７
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」
12月１日（本日）全線開通

「りんかい線」(大崎駅～
新木場駅約18分）

す
る
法
律
、
そ
の
ほ
か
必
要
な
事

項
に
関
す
る
こ
と
を
対
象
と
し
ま

す
。

緑
と
水
の
公
園
都
市
を
め
ざ
し
て

成
地
区
」
（
仮
称
）
の
指
定
を
検

討
し
ま
す
。

◆
幹
線
道
路
沿
道
で
、
商
業
・
業

務
・
工
業
等
の
立
地
と
農
地
や
住

宅
地
等
と
の
調
和
が
望
ま
れ
る
地

区
に
お
い
て
、
沿
道
地
区
計
画
、

特
別
用
途
地
区
等
の
指
定
を
検
討

し
ま
す
。


